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Introduction

この文書は、Nikon Image SDK LibraryのInterfaceに関する仕様書である。この仕様は通知なしに変更される場合がある。

Specification

Nikon Image SDK Libraryは以下の機能をサポートする。
画像ファイルからタグ情報を取得する。

サムネイル画像およびメイン画像を取得。

画像を読み込みに際しては、いくつかの機能が用意されている。

解像度変換

回転および反転

Nikon Rawデータ（NEFデータ）現像パラメータ調整

対応する画像フォーマットはJPEG(EXIFおよびJFIF)、TIFFおよびNEFである。NEF対応している機種は下記の通り

D1、D1X、D1H、D2X、D2Hs、D2H、D100、D70、D70s、D50、D200、D2Xs、D80、D40、D40X、D3. D300, D60, COOLPIX8700、COOLPIX8400、COOLPIX8800、COOLPIX5700、COOLPIX5400、COOLPIX5000

Libraryは、Thread-Safeで動作する。

動作環境

Windows版：

Windows Vista (32-bit Home Basic /Home Premium /Business /Enterprise /Ultimate editions), Windows XP Home Edition, Windows XP Professional, Windows 2000 Professional
（各プリンストールモデルのみ）

Macintosh版：

オペレーティングシステム ：Mac OS X 10.3.9 (Panther), Mac OS X 10.4.x(Tiger)
プロセッサー： PowerPC G4, PowerPC G5, Intel Core Duo, Intel Core 2 Duo, Intel Xeon
インストール

インストールファイル

Image SDK Libraryを使用するためには以下のファイルが必要となる。

Windows版：（プロファイルを除くすべてのDLLファイルはImage SDK Libraryと同じフォルダになくてはならない）

  NkImgSDK.dll

Strato7.dll

Zelkova6.dll

Zelkova6Lang.dll

RCSig_Proc.dll

Nikon Color Profiles (詳細は下に記載)

Macintosh版：

  libImgSDK.dylib

  libStratoLib7.dylib

  Zelkova6.framework

  libRCSigProc.bundle

Nikon Color Profiles
Profile：

Image SDK Libraryが必要とする９つのプロファイルは以下のとおりである。

NKAdobe.icm

NKCMYK.icm

NKD1_NEF.icm

NKDBase_NEF.icm

NKGrayG22.icm

NKLab.icm

NKLch2.icm

NKNTSC.icm

NKsRGB.icm

NkCBoost.nlc
NkLchCal.nlc
NkLchCal.nla
r123.lns
Nk0080.lns

インストール先

Image SDK Libraryのインストール先は、以下のフォルダとする。

Windows版：

  Program Files\Common Files\Nikon\Library

または、
　アプリケーションと同じフォルダ

Macintosh版：

 アプリケーションがインストールされたフォルダにあるFrameworksフォルダ
プロファイルのインストールフォルダ

Windows版：

  Program Files\Common Files\Nikon\Profiles

Macintosh版：

  //Library/Application Support/Nikon/Profiles/       
Usage

Nikon Image SDK Libraryを使用する前には、初期化を行うため、一度だけkNkfl_Cmd_OpenLibraryのコマンドを発行する必要がある。使用後には必ずkNkfl_Cmd_CloseLibraryを発行すること。
初期化後、kNkfl_Cmd_OpenSessionを発行してセッションを確立する。１セッションにつき１つの画像ファイルを扱うことができる。セッションは同時に複数確立することができ、Windows版の場合はスレッドセーフである。セッションを確立する際に、対象となる画像ファイルも設定する。
既存のファイルから画像データを取得するには、kNkfl_Cmd_GetImageInfoを発行して画像のサイズ、バイト長を調べた後、必要な領域を確保してkNkfl_Cmd_GetImageDataを発行する。画像データの取得に際しては、拡張機能が用意されている。これはkNkfl_Cmd_SetImageOptionにより設定することができる。また、kNkfl_Cmd_SetImageInfoを発行すれば、画像サイズ等を変更して画像データを取得することができる。

サムネイル画像を得る場合には、kNkfl_Cmd_GetThumbnailCountを使用し、画像ファイルに記録されているサムネイルの数を取得してから、取得したいサムネイルのIDを指定して、kNkfl_Cmd_GetThumbnailInfo, kNkfl_Cmd_GetThumbnailDataを使用すること。画像ファイルを閉じるためには、kNkfl_Cmd_CloseSessionを発行してセッションを閉じること。

Entry関数
Nikon Image SDK Libraryには一つのEntry関数が用意される。使用するアプリケーションは、この関数を通じてImage SDK Libraryにコマンドを発行し、必要なデータを受け取る。
・pascal unsigned long Nkfl_Entry( unsigned long ulCommand, void* pData )

各パラメータの意味は以下のとおり。戻り値については、Return Valueのセクションを参照のこと。
	ulCommand
	→
	処理の内容をしめす。eNkflCommandの一つの値をとる。

	pData
	→←
	Dataの交換に用いられる領域。アプリケーションは構造体へのポインタをセットする。構造体の種類はCommandによって異なる。


· →：アプリケーションからImage SDK Libraryに渡すデータを示す。
· ←：Image SDK Libraryからアプリケーションに返されるデータを示す。
Command

Nikon Image SDK Libraryは以下のコマンドをサポートする。
kNkfl_Cmd_OpenLibrary

アプリケーションはImage SDK Libraryを使用する前に、必ず一度このコマンドを発行しなければならない。このコマンドを発行する際には、アプリケーションは以下の設定をしなければならない。このコマンドに失敗した場合には、kNkfl_Cmd_CloseLibraryを発行する必要はない。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_OpenLibrary

	pData
	NkflLibraryParam構造体へのポインタ


NkflLibraryParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ。

	ulVersion
	インターフェイス仕様のバージョン番号。この文書に基づいたコマンドの場合には0x04000000を設定すること。

	*pNkflPtr
	Nikon アプリケーションで使用されるStratosphereのオブジェクトのポインタ。このパラメータにNULLオブジェクトのポインタがセットされた場合には、Image SDK LibraryがStratosphereのオブジェクトを生成してそのオブジェクトのポインタをアプリケーション側に返す。また、このパラメータがNULLだった場合には、生成したオブジェクトは返されない。これらの場合、生成したオブジェクトはImage SDKLibraryがCloseLibraryにて破棄を行う。

	ulVMMemorySize
	仮想メモリを使用する場合に、使用可能な物理メモリの上限を設定する。このパラメータに０が設定された場合には、Image SDK Library内部で自動的に設定される。PNkflPtrにStratosphereのオブジェクトのポインタが設定された場合にはこのパラメータは無視される。

	VMFileInfo
	仮想メモリを使用する場合にスワップファイル情報を設定する。Windows版ではファイル名、Macintosh版ではAliasHandleで指定する。このパラメータにNULLが設定された場合には、Image SDK Library内部で自動的に値が設定される。pNkflPtr にStratosphereのオブジェクトのポインタが設定された場合には、このパラメータは無視される。


· Image SDK LibraryはulVMMemorySize以下のメモリ領域で動作することを目指すが、場合によってはそれ以上のメモリ領域を確保することがある。

· Image SDKLibraryのメモリ領域の上限は使用している環境の利用可能メモリの最大値とする。それ以上のメモリが指定された場合、Image SDKLibraryはメモリ領域を利用可能メモリの最大値に設定する。
· ulVMMemorySizeの設定するメモリサイズが以前のバージョンまではバイト単位であったが、Image SDKLibraryからメガバイト単位に変更された。
kNkfl_Cmd_CloseLibrary
アプリケーションはImage SDK Library使用後に、必ずこのコマンドを発行しなければならない。kNkfl_Cmd_OpenLibraryが失敗していた場合には、このコマンドを発行してはならない。このコマンドを発行後は、再びkNkfl_Cmd_OpenLibraryに成功するまでは他のコマンドを発行することはできない。
Image SDK LibraryはkNkfl_Cmd_OpenLibraryで指定されたスワップファイルをこのコマンドで消去する。このコマンドを発行する際には、アプリケーションは以下の設定をしなければならない。

Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_CloseLibrary

	pData
	NULL


kNkfl_Cmd_OpenSession

このコマンドは指定された画像ファイルのためのセッションを確立する。このコマンドを発行する際には、アプリケーションは以下の設定をしなければならない。画像ファイルが見つからなかった場合には、kNkfl_Code_Err_FileNotFoundが返される。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_OpenSession

	pData
	NkflSessionParam構造体へのポインタ


NkflSessionParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulType
	対象となる画像ファイルの指定の方法。eNkflSourceの一つを指定する。

	pFileInfo
	画像ファイルの情報。ulTypeによって内容が異なる。ulTypeがkNkfl_Source_FileNameの場合には、pFileInfoには画像ファイル名へのポインタをセットする。kNkfl_Source_FSSpecの場合には、pFileInfoには画像ファイルのAliasHandleを指定する。kNkfl_Source_Memoryの場合には、メモリ上に展開された画像ファイルへのポインタをセットする。

	ulFileSize
	画像ファイルのサイズ。ulTypeがkNkfl_Source_Memoryのときにのみ設定が必要。


Image SDK Libraryは指定されたファイルのためのセッションを確立する。以下の値をアプリケーションに返す。
	ulSessionID
	確立されたSessionのID値。


kNkfl_Cmd_CloseSession

アプリケーションは使用しなくなったセッションをこのコマンドで閉じなければならない。このコマンドを発行する際には、アプリケーションは以下の設定をしなければならない。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_CloseSession

	pData
	NkflSessionParam構造体へのポインタ


NkflSessionParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	閉じるSessionのID値。


kNkfl_Cmd_GetFileInfo

アプリケーションはこのコマンドによりファイル情報を得ることができる。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_GetFileInfo

	pData
	NkflFileInfoParam構造体へのポインタ


NkflFileInfoParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値


Image SDK Libraryは以下の値を設定して、アプリケーションに返す。
	ulFormat
	画像ファイルのフォーマット。eNkflFormatの一つをとる。


画像ファイルがサポートされていないフォーマットの場合には、kNkfl_Code_Err_InvalidParamが返される。

kNkfl_Cmd_SetOutputProfile
アプリケーションはこのコマンドにより、出力プロファイルを指定することができる。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_SetOutputProfile

	pData
	NkflOutputProfileParam構造体へのポインタ


NkflOutputProfileParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	ulRenderingIntent
	レンダリングインテント。eNkflREnderingIntentの一つをとる

	OutputProfile
	出力プロファイルのパス名


· プロファイルの指定が無い場合は、RenderingIntentにはPerceptualが、出力プロファイルには撮影時の設定に基づいて判断された色空間が使用される。

kNkfl_Cmd_GetOutputProfile
アプリケーションは、指定されている出力プロファイル設定を取得することができる。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_GetOutputProfile

	pData
	NkflOutputProfileParam構造体へのポインタ


NkflOutputProfileParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	ulRenderingIntent
	得られる画像のレンダリングインテント。eNkflREnderingIntentの一つをとる

	OutputProfile
	得られる画像の出力プロファイルのパス名


· kNkfl_Cmd_SetOutputProfileにて出力プロファイルの指定がされていない場合には、kNkfl_Code_Err_WrongSequenceが返る

· 撮影時のプロファイルを取得したい場合には、kNkfl_Cmd_GetTagDataでkNkfl_Tag_ICCProfileを使用する。

kNkfl_Cmd_GetImageInfo

アプリケーションはこのコマンドにより、現在のメイン画像に関する情報を得ることができる。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_GetImageInfo

	pData
	NkflImageInfoParam構造体へのポインタ


NkflImageInfoParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値


Image SDK Libraryは以下の値を設定して、アプリケーションに返す。
	ulWidth
	得られる画像の横幅（ピクセル単位）

	ulHeight
	得られる画像の高さ（ピクセル単位）

	ulByteDepth
	得られる画像のバイト長

	ulColor
	得られる画像の色。eNkflColorの一つをとる。

	ulOrientation
	画像のフリップ、回転の情報。eNkflOrientationの一つを取る。

	dbResolution
	得られる画像の解像度（ppi）

TIFF、JPEGの場合にはEXIFタグに記載されている解像度情報、NEFの場合はNEF編集情報が存在する場合には編集データに記録されている解像度情報、存在しない場合、TIFF、JPEG同様 EXIFタグ情報を返す。


※ NEFの場合、NEFに保存されている編集情報が適用されているとき、NEF編集情報に設定されているリサイズ、回転処理を反映させた結果に、kNkfl_Cmd_SetImageInfoにて指定した画像サイズ、回転情報が反映される（今バージョンは未サポート）。NEFに保存されている編集情報が適用されていない時は、撮影情報に設定されているリサイズ、回転処理を反映させた結果に、kNkfl_Cmd_SetImageInfoにて指定した画像サイズ、回転情報が反映される。
kNkfl_Cmd_SetImageInfo

アプリケーションはこのコマンドにより、メイン画像に関する情報を設定することができる。

Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_SetImageInfo

	pData
	NkflImageInfoParam構造体へのポインタ


NkflImageInfoParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	ulWidth
	画像の横幅（ピクセル単位）

	ulHeight
	画像の高さ（ピクセル単位）

	ulByteDepth
	画像のバイト長

	ulOrientation
	画像の回転・反転の情報。eNkflOrientationの一つを取る。


· 画像の横幅と高さは、回転・反転の前に適用される。

※ 得られる画像は指定された情報に変換されたものになる。

※ ulByteDepthを指定する場合、ulByteDepthはkNkfl_Cmd_GetOriginalInfoで得られた画像のバイト長以下の値しか指定することはできない。

· ここで、ulWidth、ulHeightが指定された場合、画像のスケーリングはバイリニア法で行われる。

· ulOrientationで指定する回転、反転は、オリジナル画像に対する回転角度、および反転を指定する。ここでいうオリジナル画像は、撮影時の状態をいう。

· ulOrientationで指定する回転、反転処理は、反転後回転する順番で処理される。ただし、オリジナル画像が回転している場合、オリジナル画像の回転を適用した後に、ulOrientationで指定する回転、反転処理が行われる。そのため、回転していないオリジナル画像と回転しているオリジナル画像では、回転、反転処理の結果が異なる場合がある。
kNkfl_Cmd_GetOriginalInfo

アプリケーションはこのコマンドにより、オリジナルのメイン画像に関する情報（kNkfl_Cmd_SetImageInfoにて指定されるサイズ、回転情報は反映されない）を得ることができる。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_GetOriginalInfo

	pData
	NkflImageInfoParam構造体へのポインタ


NkflImageInfoParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値


Image SDK Libraryは以下の値を設定して、アプリケーションに返す。
	ulWidth
	得られる画像の横幅（ピクセル単位）

	ulHeight
	得られる画像の高さ（ピクセル単位）

	ulByteDepth
	得られる画像のバイト長

	ulColor
	得られる画像の色。eNkflColorの一つをとる。

	ulOrientation
	画像のフリップ、回転の情報。eNkflOrientationのひとつを取る。

	dbResolution
	得られる画像の解像度（ppi）


· オリジナル画像は、撮影時の状態をいう。

kNkfl_Cmd_GetRawDevelopmentInfo

アプリケーションはこのコマンドにより、適用可能なRaw現像処理を知ることができる。eNkflRawDevelopmentの適用可能な項目の論理和を得ることができる。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_GetRawDevelopmentInfo

	pData
	NkflRawDevelopmentInfo構造体へのポインタ


NkflRawDevelopmentInfo構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値


Image SDK Libraryは以下の値を設定して、アプリケーションに返す。
	ulRawDevelopmentInfo
	eNkflRawDevelopmentの適用可能な項目の論理和とる。


kNkfl_Cmd_RawDevelopment

アプリケーションはこのコマンドにより、eNkflRawDevelpmentで定義されているRaw現像処理についてそれぞれパラメータを変更することできる。変更内容は、次のNkfl_Cmd_GetImageDataコマンド時に画像に反映される。適用可能なRaw現像処理は、Nkfl_Cmd_GetRawDevelopmentInfoにて知ることができる。

Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_RawDevelopment

	pData
	NkflRawDevelopmentParam構造体へのポインタ


NkflRawDevelopmentParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	ulRawDevelopment
	設定内容。eNkflRawDevelopmentの一つをとる。

	pData
	ulRawDevelopmentにあわせたデータ構造体を選択。


※このコマンドはRawファイルにのみ適用可能

※NEFに保存されている編集情報を適用したい場合には、kNkfl_RawDevelopment_RawParameterSetでkNkfl_RawDevelopment_SaveSettingを適用しなくてはならない(今バージョンは未サポート)。ただし、一度このパラメータを適用すると、kNkfl_RawDevelopment_AsShotで撮影時状態に戻すまでは他の現像パラメータの変更をおこなえない。

※kNkfl_RawDevelopment_AsShotはすべての現像パラメータの変更を撮影時の状態にリセットする。 

※kNkfl_RawDevelopment_ColorMode , kNkfl_RawDevelopment_Sharpness, kNkfl_RawDevelopment_ToneComp, kNkfl_RawDevelopment_Saturation, kNkfl_RawDevelopment_HueAdjustment,　 kNkfl_RawDevelopment_FilterEfffectはkNkfl_RawDevelopment_PictureControlが適用されている画像には適用することができない。この場合、kNkfl_Code_Err_PictureControlAppliedImageが返る

※PictureControlサポートカメラ（今回のバージョンではQ440/Q310）で撮影された画像には、kNkflRawDevelopment_ColorMode, kNkfl_RawDevelopment_Sharpness, kNkfl_RawDevelopment_ToneComp, kNkfl_RawDevelopment_Saturation, kNkfl_RawDevelopment_HueAdjustment,　 kNkfl_RawDevelopment_FilterEfffectを適用できない。この場合、kNkfl_Code_Err_ColorModeNotSupportedが返る

※設定されているPictureControlによって機能の制限がある。制限は以下の通り。
・「AsShot」の時はPictureControlに関して設定されたPictureControlのモードを除くすべてのパラメータを無視する。

・QuickAdjustmentは「Standard」、「Vivid」、「D2XModeI」、「D2XModeII」、「D2XModeIII」の時のみ設定されたパラメータを処理する。
・「Monochrome」以外の時は、Filters、Toning、ToningIntensityで設定されたパラメータを無視する。
・「Monochrome」のときはSaturation、Hueで設定されたパラメータを無視する。
・PictureControlのContrastがUserDefinedの場合は、Contrast、Brightnessが適用不可。
※kNkfl_RawDevelopment_ActiveDLighting はActive D-Lightingサポートカメラ（今回のバージョンではQ440/Q310）でActive D-LightingがONで撮影された画像にのみ適用できる。これ以外の場合、kNkfl_Code_Err_InvalidParamが返る

※Active D-Lightingを適用可能な画像について、Active D-Lightingの設定された値がkNkfl_ActiveDLighting_None以外である場合、PictureControlのContrastおよびBrightnessに設定されたパラメータは無視される。Active D-Lightingの設定値はkNkfl_Cmd_GetRawDevlopmentParamから取得できる。
kNkfl_Cmd_GetRawDevelopmentParam

アプリケーションはこのコマンドにより、eNkflRawDevelopmentで定義されているRaw現像処理において現在設定されているパラメータを取得することができる。

Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_GetRawDevelopmentParam

	pData
	NkflRawDevelopmentParam構造体へのポインタ


NkflRawDevelopmentParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	ulRawDevelopment
	設定内容。eNkflRawDevelopmentの一つをとる。

	pData
	ulRawDevelopmentにあわせたデータ構造体を選択。


kNkfl_Cmd_GetColorTempRange

アプリケーションはこのコマンドにより、指定された光源（eNkflWBより選択）に対して指定可能な色温度の範囲を取得できる。kNkfl_WB_AsShotおよびkNkfl_WB_GrayPointが選択されているときにはエラー（kNkfl_Code_Err_InvalidParam）が返る。

Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_GetColorTempRange

	pData
	NkflColorTempRangeParam構造体へのポインタ


NkflColorTempRangeParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	ulMWB
	光源。eNkflWBの一つをとる


Image SDK Libraryは以下の値を設定して、アプリケーションに返す。
	ulDefalut
	指定された光源に対する色温度の初期値（色温度範囲の中心にもなる）

	ulMinColorTemp
	指定された光源に対する色温度範囲の最小値

	ulMaxColorTemp
	指定された光源に対する色温度範囲の最大値


kNkfl_Cmd_GetImageData

アプリケーションはこのコマンドにより、メイン画像を得ることができる。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_GetImageData

	pData
	NkflImageParam構造体へのポインタ


NkflImageParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	rectArea
	取得する画像データの範囲。左上が原点(0,0)となる。

	ulDataSize
	画像データを格納する領域長。指定した範囲のデータが十分に格納されるだけの長さを指定すること。

	pData
	画像データを格納する領域。アプリケーションはulDataSizeの領域を確保して、その領域へのポインタをここに設定しなければならない。

	pFunc
	進行通知用のコールバック関数へのポインタ。不要な場合にはNULLを指定すること。

	pProgressParam
	コールバック関数への引数として渡される。内容についてはImage SDK Libraryは関知しない。


Image SDK LibraryはpDataで指定された領域にデータを書き込んだ後、以下の値を設定してアプリケーションに返す。
	ulDataSize
	pData領域へ書き込んだデータ長。


· デフォルトでは、NEFにアプリケーションの編集情報が含まれていても適用されない。Nkfl_Cmd_RawDevelopmentにてkNkf_RawDevlopment_SaveSetting を適用すると編集情報が適用される。

kNkfl_Cmd_GetThumbnailCount

アプリケーションはこのコマンドにより、ファイルに含まれるサムネイル画像の数を得ることができる。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_GetThumbnailCount

	pData
	NkflImageInfoParam構造体へのポインタ


NkflImageInfoParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値


Image SDK Libraryは以下の値を設定して、アプリケーションに返す。
	ulImageID
	ファイルに含まれるThumbnail の総数。サムネイルが含まれていない場合には０が返る。


kNkfl_Cmd_GetThumbnailInfo

アプリケーションはこのコマンドにより、サムネイル画像に関する情報を得ることができる。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_GetThumbnailInfo

	pData
	NkflImageInfoParam構造体へのポインタ


NkflImageInfoParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	ulImageID
	Thumbnail のID値。１～kNkfl_Cmd_GetThumbnailCountで得られた値の範囲内で指定する。


Image SDK Libraryは以下の値を設定して、アプリケーションに返す。
	ulWidth
	得られるサムネイル画像の横幅（ピクセル単位）

	ulHeight
	得られるサムネイル画像の高さ（ピクセル単位）

	ulByteDepth
	得られるサムネイル画像のバイト長

	ulColor
	得られるサムネイル画像の色。eNkflColorの一つをとる。

	ulOrientation
	サムネイル画像のフリップ、回転の情報。eNkflOrientationの一つを取る。


· ulWidthとulHeightはkNkfl_Cmd_SetThumbnailInfoで設定された情報を反映した値になる。

kNkfl_Cmd_SetThumbnailInfo

アプリケーションはこのコマンドにより、サムネイル画像に関する情報を設定することができる。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_SetThumbnailInfo

	pData
	NkflImageInfoParam構造体へのポインタ


NkflImageInfoParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	ulImageID
	Thumbnail のID値。１以上の値を指定する。標準的なThumbnailのID値は１である。2以上はNikon独自のFormatで保存される。

	ulWidth
	サムネイル画像の横幅（ピクセル単位）

	ulHeight
	サムネイル画像の高さ（ピクセル単位）

	ulByteDepth
	サムネイル画像のバイト長

	ulColor
	サムネイル画像の色。eNkflColorの一つをとる。

	ulOrientation
	サムネイル画像のフリップ、回転の情報。eNkflOrientationの一つを取る。


· 画像の横幅と高さは、回転・反転の前に適用される。

※ 得られる画像は指定された情報に変換されたものになる。ulColorの指定は無視される。

· 存在しないもしくはSupportされないThumbnailのID値が指定された場合には、kNkfl_Code_Err_InvalidParamが返される。

kNkfl_Cmd_GetThumbnailData

アプリケーションはこのコマンドにより、サムネイル画像を得ることができる。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_GetThumbnailData

	pData
	NkflImageParam構造体へのポインタ


NkflImageParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	ulImageID
	Thumbnail のID値。１～kNkfl_Cmd_GetThumbnailCountで得られた値の範囲内で指定する。

	rectArea
	取得するサムネイル画像データの範囲。左上が原点(0,0)となる。

	ulDataSize
	サムネイル画像データを格納する領域長。指定した範囲のデータが十分に格納されるだけの長さを指定すること。

	pData
	サムネイル画像データを格納する領域。アプリケーションはulDataSizeの領域を確保して、その領域へのポインタをここに設定しなければならない。


Image SDK LibraryはpDataで指定された領域にサムネイルデータを書き込んだ後、以下の値を設定してアプリケーションに返す。
	ulDataSize
	pData領域へ書き込んだデータ長。


kNkfl_Cmd_GetTagInfo

アプリケーションはこのコマンドにより画像ファイルに含まれているタグに関する情報を得ることができる。Image SDK LibraryはTIFF Rev6.0に基づくタグとNikon独自のタグをサポートする。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_GetTagInfo

	pData
	NkflTagInfoParam構造体へのポインタ


このコマンドは、NkflTagInfoParam構造体の設定方法によって２種類の機能を持つ。
· タグの総数を得る。
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	pulTagList
	NULL


Image SDK Libraryは以下の値を設定してアプリケーションに返す。
	ulCount
	画像ファイルに含まれるタグの総数。


· 画像データのロケーションなど、いくつかのタグはサポート外である。このため、ulCountは実際に画像ファイルに含まれているタグの総数とは異なる。

２．全タグのリストを得る。
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	ulCount
	リストが格納される領域のサイズ。(単位はunsigned long)

	pulTagList
	全タグのリストが格納される領域へのポインタ。アプリケーションはulCount分の領域を確保して、Image SDK Libraryに渡さなければならない。


Image SDK LibraryはpulTagListにタグのID値リストをセットした後、以下の値を設定してアプリケーションに返す。タグのID値は、eNkflTagの範囲内である。
	ulCount
	pulTagListにセットしたタグの総数。


kNkfl_Cmd_GetTagData

アプリケーションはこのコマンドにより、個々のタグの情報を得ることができる。
Entry関数の引数の設定
	ulCommand
	kNkfl_Cmd_GetTagData

	pData
	NkflTagDataParam構造体へのポインタ


NkflTagDataParam構造体の設定
	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	ulTagID
	情報を得たいタグのID値。

	pData
	NULL


Image SDK Libraryは以下の値を設定してアプリケーションに返す。
	ulTagType
	タグのデータの形式。eNkflTagTypeの一つを取る。

	ulTagValue
	タグの値。eNkflTagTypeがkNkfl_TagType_Long, sLongのときに有効。

	ulTagLength
	データ長


ulValueがLong、sLong以外の場合には、アプリケーションは以下の設定をして再度Image SDK Libraryにこのコマンドを送らなければならない。

	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	ulTagID
	情報を得たいタグのID値

	ulTagLength
	確保したデータ長

	pData
	タグの値を受け取るための領域へのポインタ。ulLength分の領域を確保して、そのポインタをセットしなければならない。


Image SDK LibraryはpDataのしめす領域にタグのデータを書き込んだ後に、以下の値を設定してアプリケーションに返す。
	ulTagType
	タグのデータの形式。eNkflTagTypeの一つを取る。

	ulTagLength
	pDataに書き込んだデータ長


タグのデータ形式がkNkfl_TagType_Long, ｓLong のときにはpDataにポインタをセットしてコマンドを発行しても、ulValueの方にデータが書き込まれる。

kNkfl_Cmd_GetTagStringInfo
アプリケーションは、このコマンドにより、取得できる撮影情報文字列群の行数と列数を取得できる。kNkfl_Cmd_GetTagStringより前にこのコマンドは発行する必要がある。

	ulCommand
	kNkfl_Cmd_ GetTagStringData

	pData
	NkflTagStringInfoParam構造体へのポインタ


NkflTagStringInfoParam構造体

	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	ulLines
	行数

	ulColumns
	列数


※　撮影情報がない場合には、kNkfl_Code_Err_ShootingDataNotFoundが返される。
kNkfl_Cmd_GetTagString

アプリケーションは、このコマンドにより特定の行、列のタグ情報を文字列として取得できる。

pDataをNULLでこのコマンドを発行すると指定された文字列の長さ(ulTagLength)を返す。アプリケーションはulTagLengthにて指定された文字数分のバッファを確保して再度、このコマンドを発行すると指定した文字列を取得できる。

	ulCommand
	kNkfl_Cmd_ GetTagString

	pData
	NkflTagStringParam構造体へのポインタ


NkflTagStringParam構造体

	ulSize
	この構造体のサイズ

	ulSessionID
	SessionのID値

	ulLines
	取得したい文字列の行を指定する

	ulColumns
	取得したい文字列の列を指定する

	ulTagLength
	タグの文字列の長さ

	ulLayoutLength
	指定した項目の最大文字数

	pData
	タグ文字列が返る


ulLayoutLengthに0xffffffffが設定された場合には、ulLayoutLengthは返さない。

CallBack Functions

Image SDK Libraryは画像展開中に、進行状況をアプリケーションに通知するためにCallback関数を呼び出す。Callback関数はNkflProgressProc型で以下のように定義されている。

pascal unsigned long NkflProgressProc( unsigned long ulDone, unsigned long ulTotal, void* pProgressParam )

File Libraryは以下の値をアプリケーションに通知する。

	ulDone
	終了した処理量

	ulTotal
	予想される全処理量

	pProgressParam
	kNkfl_Cmd_GetImageDataにおいて、NkflImageParam構造体のpProgressParamの値がそのまま設定される。


File Libraryは最初にulDone = 0として呼び出し、最後にulDone = ulTotalとして呼び出す。ulTotalが0の場合は、全処理量が見積もることができないことを示す。

アプリケーションは戻り値として、kNkfl_Code_Noneを返すこと。それ以外の値を返したときには、kNkfl_Cmd_GetImageDataの動作は終了し、Callbackの戻り値が返される。

Callback function内ではEntry関数を呼び出してはならない。

戻り値
kNkfl_Code_None

概要：
正常終了
kNkfl_Code_Err_OutofMemory

概要：
メモリ不足。
1 領域の確保に失敗した。
kNkfl_Code_Err_OutofResource

概要：
リソース不足。
OSに対するなんらかのオブジェクト（ハンドルやイベントなど）の生成に失敗した。
kNkfl_Code_Err_NotSupported

概要：
サポートされていない機能が呼ばれた。
コマンドがサポート外である。開こうとしたファイルは、サポートされていない画像もしくはフォーマットである。
kNkfl_Code_Err _InvalidParam

概要：
無効な値を指定した。
画像ファイルに含まれていないID値を指定している。定義されていない値を指定している。
kNkfl_Code_Err_WrongSequence

概要：
手順間違い
コマンドの呼び出し順序が間違っている。
kNkfl_Code_Err_FileNotFound

概要：
ファイルが見つからない。
Image SDK Libraryが使用するDLL(Strato.DLLなど)が見つからない。もしくはロードに失敗した。指定された画像ファイルが見つからなかった。指定されたスワップファイルを生成することができなかった。
kNkfl_Code_Err_OutofVersion

概要：
バージョンが異なっている。
指定されたバージョン番号がサポート外のものである。構造体のulSize値が、仕様と異なっている。
kNkfl_Code_Err_Unexpected

概要：
予期せぬエラー。
想定外のエラー。バグの可能性が高い。
kNkfl_Code_Err_FileIO

概要：
ファイルの読み書きが失敗した。
指定された画像ファイルからの読み込みが失敗した。スワップファイルの読み書きが失敗した。

kNkfl_Code_Err_NotAllowed

概要：
操作が許可されていない。

指定された操作ができない環境になっている。なんらかのファイルもしくは設定が不足している。

kNkfl_Code_Err_TagNotFound

概要：
指定されたタグが見つからない。

タグ情報の取得、設定、もしくはタグの削除を行おうとしたときに、指定したタグが存在しない。

kNkfl_Code_Err_Abort

概要： 処理を中断する

CallBack関数内で発生したエラーにより処理を中断した。

kNkfl_Code_Err_Cancel

概要：処理を中断する

アプリケーションの指示により処理を中断した。

kNkfl_Code_Err_TagRead

概要：タグの読み込みエラー

タグの読み込みでエラーが発生した。

kNkfl_Code_Err_WrongAliasHandle

概要：指定されたAliasHandleが不正

パラメータにセットされたAliasHandleをFSSpecに変換するときにエラーとなった。

kNkfl_Code_Err_PictureControlAppliedImage

概要：Picture Controlが適用されている画像に適用できないRaw現像処理を適用しようとした。

kNkfl_Code_Err_ColorModeNotSupported

概要：PictureControlのみ適用可能な画像にColorMode処理を適用しようとした。
kNkfl_Code_Err_RawDevelopmentNotAllowed

概要：RawParameterSetでLastSaveSettingsが選択されているときに、RawDevelopmentで編集処理を適用しようとした。
kNkfl_Code_Err_ShootingDataNotFound

概要：撮影情報が見つからない。

タグから撮影情報を取得しようとしたときに、撮影情報が存在しない。

タグ
kNkfl_Tag_ImageWidth

メイン画像の幅。

型
Long

単位
Pixel
kNkfl_Tag_ImageLength

メイン画像の高さ。
型
Long

単位
Pixel
kNkfl_Tag_XResolution

画像の幅の解像度

型
Double

単位
Pixels per inch
kNkfl_Tag_YResolution

画像の高さの解像度
型
Double


単位
Pixels per inch
kNkfl_Tag_BitsPerSample
各コンポーネントあたりのビット数


型
NkflTagParam_BitsPerSample
内容
ヘッダー参照

kNkfl_Tag_PhotoMetric
画素構成

型
eNkflPhotometric
内容
ヘッダー参照

kNkfl_Tag_DateTime

撮影日時

型
NkflTagParam_DateTime


内容
ヘッダー参照
kNkfl_Tag_ImageDescription

画像タイトル名
型
Strings

内容
ファイルに記録されている文字列をそのまま返す。

kNkfl_Tag_Make

メーカ名
型
Strings

内容
ファイルを撮影したカメラのメーカ名を返す。

kNkfl_Tag_Model

モデル名
型
Strings

内容
ファイルを撮影したカメラの機種名を返す。

kNkfl_Tag_Software

ソフトウェア名

型
Strings

内容
ファイルに記録されている文字列をそのまま返す。

kNkfl_Tag_Artist

作者名
型
Strings

内容
ファイルに記録されている文字列をそのまま返す。

kNkfl_Tag_CopyRight

著作権者
型
Strings

内容
ファイルに記録されている文字列をそのまま返す。

kNkfl_Tag_ICCProfile
プロファイル

型
Byte
内容
ファイルに記録されているIcc Profileのデータブロックを返す。

※プロファイルが記録されていない場合、ライブラリ内部で判断した出力プロファイル情報が取得できる。

kNkfl_Tag_IPTC

IPTC情報

型
Byte

内容
ファイルに記録されているIPTCのデータブロックを返す。

kNkfl_Tag_UserComment

ユーザコメント
型
Strings

内容
ファイルに記録されている文字列をそのまま返す。

kNkfl_Tag_ExifVersion
Exif Version

型
Strings

内容
Exifのバージョン 

kNkfl_Tag_ExposureTime

露出時間

型
Strings


内容
撮影時のシャッタータイムの値を文字列で返す。例 “1/250”
kNkfl_Tag_FNumber

FNumber
型
Strings

内容
撮影時の絞り値の値を文字列で返す。例 “F2.8”
kNkfl_Tag_ExposureProgram

露出プログラム

型
eNkflExposureMode

内容
ヘッダー参照

kNkfl_Tag_ExposureBiasValue

露出補正値

型
Double

単位
EV

内容
設定されていた露出補正値

kNkfl_Tag_MeteringMode
露出測定モード

型
eNkflMeteringMode

内容
ヘッダー参照

kNkfl_Tag_Flash

フラッシュのOn/Off

型
Boolian

内容
TRUEの場合フラッシュが使用されたことを示す。
kNkfl_Tag_FocalLength
焦点距離

型
Double

単位
mm


内容
撮影時の焦点距離を示す。

kNkfl_Tag_NkISOSensitivity

ISO感度

型
Strings

内容
撮影時のISO感度値を文字列で返す。例 “ISO200”, “HI-1”
※D1カメラのカスタム設定 #31を1または2に設定するとカメラは数値による感度表示からHI-1, HI-2という表示に切り替えられる。

kNkfl_Tag_NkFileFormat

ファイルフォーマット

型
eNkflFileFormat

内容
ヘッダー参照

kNkfl_Tag_NkWhiteBalance

ホワイトバランス

型
NkflTagParam_WBMode

内容
ヘッダー参照
kNkfl_Tag_NkEdgeEnhancement

輪郭強調
型
eNkflEdgeEnhancement

内容
ヘッダー参照
kNkfl_Tag_NkFocusMode

フォーカスモード
型
eNkflFocusMode

内容
ヘッダー参照
kNkfl_Tag_NkFlashSyncMode

フラッシュ同期モード
型
eNkflFlashSyncMode

内容
ヘッダー参照
kNkfl_Tag_NkFlashAutoMode

自動フラッシュモード
型
eNkflFlashAutoMode

内容
ヘッダー参照
kNkfl_Tag_NkWBCompensation

ホワイトバランス補正値

型
Long


内容
kNkfl_Tag_NkWhiteBalanceの内容に対するカメラに設定されていた補正値
kNkfl_Tag_NkFlexibleProgram
プログラムシフトの状態

型
Boolian

内容
TRUEでプログラムシフトが行われていたことを示す。

kNkfl_Tag_NkExposureDeviation
撮影時の露出の露出計からの誤差

型
double

単位
EV

kNkfl_Tag_NkBRTCNTCompensation

階調補正モード

型
eNkflBRTCNTComp

内容
ヘッダー参照

kNkfl_Tag_NkGammaTable
画像に適用されているガンマ特性

型
eNkflToneCompensation

内容
ヘッダー参照
kNkfl_Tag_NkConverterLens

Converterレンズ情報

型
eNkflConverterLens

内容
ヘッダー参照

kNkfl_Tag_NkLensInfo

使用されていたレンズの情報

型
NkflTagParam_LensInfo

内容
ヘッダー参照

※単焦点レンズの場合は、ulTeleLengthおよびulTeleMaxApertureは0とされる。またズームレンズの場合で開放絞り値が変化しないレンズは、ulTeleMaxApertureは0.0とされる。

kNkfl_Tag_NkLensType

使用されているレンズタイプを表す

型
NkflTagParam_LensType

内容
ヘッダー参照

kNkfl_Tag_NkAFAreaMode

AFエリアモード

型
eNkflAFAreaMode

内容
ヘッダー参照
kNkfl_Tag_NkAFPreferedArea

型
eNkflAFPreferedArea

内容
ヘッダー参照

kNkfl_Tag_NkSensitibityMode

感度設定

型
eNkflSensitivityMode

内容
ヘッダー参照

kNkfl_Tag_NkColorRecurrence
色再現モード

型
eNkflColorRecurrence

内容
ヘッダー参照

kNkfl_Tag_NkColorAdjustment
色合いの調整値をあらわす。

型
Long

kNkfl_Tag_NkChromaAdjustment

彩度の調整値をあらわす。

型
Long(符号付)

kNkfl_Tag_NkPictureControlMode

Picture Controlのモード名を返す。

 型     String

kNkfl_Tag_ActiveDLighting

Active D-Lighting情報
 型     Long
kNkfl_Tag_NkDateTimePrint
日付焼付け情報

型
Long

kNkfl_Tag_GPSLatitudeRef
緯度の北緯、南緯

型
eNkflGPSPositionRef
内容
緯度の北緯、南緯を示す

kNkfl_Tag_GPSLatitude
緯度

型
NkflTagParam_GPSPosition

内容
緯度を示す

kNkfl_Tag_GPSLongitudeRef
経度の東経、西経

型
eNkflGPSPositionRef
内容
経度の東経、西経を示す

kNkfl_Tag_GPSLongitude

経度

型
NkflTagParam_GPSPosition

内容
経度を示す

kNkfl_Tag_GPSAltitude
高度

型
double

内容
高度を示す

kNkfl_Tag_GPSTimeStamp
UTC時刻

型
NkflTagParam_GPSTimeStamp

内容
UTC時刻を示す

kNkfl_Tag_GPSSatellites
測位に用いた衛星

型
Strings

内容
測位に用いた衛星を示す

kNkfl_Tag_GPSMapDatum
GPS受信機が使用した測地系

型
Strings

内容
GPS受信機が使用した測地系を示す

構造体

· →：アプリケーションからImage SDK Libraryに渡すデータを示す。
· ←：Image SDK Libraryからアプリケーションに返されるデータを示す。
NkflLibraryParam

	unsigned long ulSize
	→
	NkflLibraryParam構造体のサイズ

	unsigned long ulVersion
	→
	インターフェイス仕様のバージョン番号

	NkflPtr* pNkflPtr
	⇔
	StratoManagerオブジェクトへのポインタ

	unsigned long ulVMMemorySize
	→
	使用可能な物理メモリの上限

	unsigned char VMFileInfo[MAX_PATH]
	→
	スワップファイル情報。Macintoshの場合にはAliasHandleとなる


NkflSessionParam

	unsigned long ulSize
	→
	NkflSessionParam構造体のサイズ

	unsigned long ulSessionID
	⇔
	セッションのID値

	unsigned long ulType
	→
	画像ファイルの指定方法。eNkflSourceの一つをとる

	void* pFileInfo
	→
	画像ファイル情報へのポインタ

	unsigned long ulFileSize
	→
	画像ファイルのサイズ。メモリ上に展開されたファイルを使用するときにのみ設定が必要


NkflFileInfoParam

	unsigned long ulSize
	→
	NkflFileInfoParam構造体のサイズ

	unsigned long ulSessionID
	→
	セッションのID値

	unsigned long ulFormat
	←
	画像ファイルのフォーマット。eNkflFormatの一つをとる


NkflImageInfoParam

	unsigned long ulSize
	→
	NkflImageInfoParam構造体のサイズ

	unsigned long ulSessionID
	→
	セッションのID値

	unsigned long ulImageID
	⇔
	画像のID値もしくは総数。Thumbnailの画像を扱うときのみ使用

	unsigned long ulWidth
	⇔
	画像の横幅（ピクセル単位）

	unsigned long ulHeight
	⇔
	画像の高さ（ピクセル単位）

	unsigned long ulByteDepth
	⇔
	画像のバイト長

	unsigned long ulColor
	←
	画像の色。eNkflColorの一つをとる

	unsigned long ulOrientation
	⇔
	画像の回転・フリップ。eNkflOrientationの一つをとる

	double dbResolution
	←
	画像の解像度（ppi）


NkflImageParam

	unsigned long ulSize
	→
	NkflImageParam構造体のサイズ

	unsigned long ulSessionID
	→
	セッションのID値

	unsigned long ulImageID
	→
	画像のID値。Thumbnailの画像を扱うときのみ使用

	RECT rectArea
	→
	画像データの範囲

	unsigned long ulDataSize
	⇔
	画像データ長

	void* pData
	⇔
	画像データ格納領域へのポインタ


NkflTagInfoParam

	unsigned long ulSize
	→
	NkflTagInfoParam構造体のサイズ

	unsigned long ulSessionID
	→
	セッションのID値

	unsigned long ulCount
	⇔
	タグの総数

	unsigned long* pulTagList
	→
	タグリスト領域へのポインタ


NkflTagDataParam

	unsigned long ulSize
	→
	NkflTagDataParam構造体のサイズ

	unsigned long ulSessionID
	→
	セッションのID値

	unsigned long ulTagID
	→
	タグのID値。eNkflTagの一つをとる

	unsigned long ulTagType
	←
	タグのデータ形式。eNkflTagTypeの一つをとる

	unsigned long ulTagValue
	←
	タグの値

	unsigned long ulTagLength
	⇔
	データ長

	void* pData
	⇔
	タグの情報エリアへのポインタ


NkflTagParam_BitsPerSample

	unsigned long ulSize
	→
	NkflTagParam_BitsPerSample構造体のサイズ

	unsigned long ulBitsPerSample[4]
	←
	ピクセルあたりのビット数


NkflTagParam_GPSPosition
	unsigned long ulSize
	→
	NkflTagParam_GPSPosition構造体のサイズ

	double dbDegree 
	←
	度

	double dbMinutes 
	←
	分

	double dbSeconds
	←
	秒


NkflTagParam_GPSTimeStamp

	unsigned long ulSize
	→
	NkflTagParam_GPSTimeStamp構造体のサイズ

	unsigned long ulHours
	←
	時

	unsigned long ulMinutes
	←
	分

	unsigned long ulSeconds
	←
	秒


NkflTagParam_DateTime
	unsigned long ulSize
	→
	NkflTagParam_DateTime構造体のサイズ

	unsigned long ulYear
	←
	年

	unsigned long ulMonth
	←
	月

	unsigned long ulDay
	←
	日

	unsigned long ulHour
	←
	時

	unsigned long ulMinute
	←
	分

	double dbSecond
	←
	秒


NkflTagParam_WBMode

	unsigned long ulSize

	→
	NkflTagParam_WBMode構造体のサイズ

	unsigned long ulWBMode
	←
	eNkflWhiteBalanceの一つをとる

	unsigned long ulColorTemperature
	←
	色温度(ModeがColorTemperatureの場合)


NkflTagParam_LensInfo

	unsigned long ulSize

	→
	NkflTagParam_LensInfo構造体のサイズ

	unsigned long ulWideLength
	←
	ワイド端焦点距離呼称値

	unsigned long ulTeleLength
	←
	テレ端焦点距離呼称値

	double dbWideMaxAperture
	←
	ワイド端開放F値呼称値

	double dbTeleMaxAperture
	←
	テレ端開放F値呼称値


NkflTagParam_LensType
	unsigned long ulSize

	→
	NkflTagParam_LensType構造体のサイズ

	bool bIsCPU
	←
	true: CPU Lens  false:Non-CPU Lens or other Lens

	bool bIsActiveDType
	←
	true: D type Lens Active

	bool bIsDType
	←
	true = D type, false = conventional

	bool Reserved[5]
	←
	予約領域


NkflTagStringInfoParam
	unsigned long ulSize
	→
	NkflTagInfoParam構造体のサイズ

	unsigned long ulSessionID
	→
	セッションのID値

	unsigned long ulLines
	←
	行数

	unsigned long ulColums
	←
	列数


NkflTagStringParam
	unsigned long ulSize
	→
	NkflTagStringParam構造体のサイズ

	unsigned long ulSessionID
	→
	セッションのID値

	unsigned long ulLines
	→
	行

	unsigned long ulColumns
	→
	列

	unsigned long ulStringLength
	⇔
	取得できる文字数

	unsigned long ulLayoutLength
	←
	指定した列内の最大文字数

	void* pData
	←
	タグ文字列


NkflColorTempRangeParam

	unsigned long ulSize
	→
	NkflColorTempRange構造体のサイズ

	unsigned long ulSessionID
	→
	セッションのID値

	unsigned long ulMWB
	→
	eNkflWBのひとつをとる

	unsigned long ulDefalut
	←
	ulMWBにて指定された光源に対する色温度の初期値

（色温度範囲の中心にもなる）

	unsigned long ulMinColorTemp
	←
	ulMWBにて指定された光源に対する色温度範囲の最小値

	unsigned long ulMaxColorTemp
	←
	ulMWBにて指定された光源に対する色温度範囲の最大値


NkflRawDevelopmentInfo

	unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopmentInfo構造体のサイズ

	unsigned long ulSessionID
	→
	セッションのID値

	unsigned long 
ulRawDevelopmentInfo
	←
	eNkflRawDevelopmentの適用可能な項目の論理和をとる


NkflRawDevelopmentParam

	unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopmentParam構造体のサイズ

	unsigned long ulSessionID
	→
	セッションのID値

	unsigned long ulRawDevelopment
	→
	eNkflRawDevelopmentの一つをとる

	void* pData
	→
	eNkflRawDevelopmentにあわせてデータ構造体を選択


NkflRawDevelopment_RawParameterSet（eNkfl_RawDevelopment_RawParameterSet使用時）

	unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopment_RawParameterSet構造体のサイズ

	unsigned long ulParamterSet
	⇔
	eNkflRawParameterSetの一つをとる


NkflRawDevelopment_RawQuality（eNkfl_RawDevelopment_RawQuality使用時）

	unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopment_RawQuality構造体のサイズ

	unsigned long ulQuality
	⇔
	eNkflRawQualityの一つをとる


NkflRawDevelopment_ExpComp（eNkfl_RawDevelopment_ExpComp使用時）

	unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopment_ExpComp構造体のサイズ

	double dbExpComp
	⇔
	露出補正値（-2～2）


NkflRawDevelopment_WBAdj（eNkfl_RawDevelopment_WBAdjustment使用時）

	unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopment_WBAdj構造体のサイズ

	unsigned long ulMWB
	⇔
	eNkflWBの一つをとる

	long lColorTemp
	⇔
	ulMWBにて選択された光源により定義される範囲で色温度の調整が可能となる

色温度の範囲はkNkfl_Cmd_GetColorTempRangeで取得可能。-1が指定された時はdefaultの色温度が使用される。

	NkflRGB rgb
	⇔
	RGB値(nkflWB_GrayPointのときに有効)


NkflRawDevelopment_Tint（eNkfl_RawDevelopment_Tint使用時）

	Unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopment_Tint構造体のサイズ

	long lTint
	⇔
	Tint調整値（-12～12）


NkflRawDevelopment_NR（eNkfl_RawDevelopment_NR使用時）

	Unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopment_NR構造体のサイズ

	Unsigned long ulNRType
	⇔
	eNkflNRの一つをとる


NkflRawDevelopment_ColorMode（eNkfl_RawDevelopment_ColorMode使用時）

	Unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopment_ColorMode構造体のサイズ

	Unsigned long ulColorMode
	⇔
	eNkflColorModeの一つをとる


NkflRawDevelopment_Sharpness (eNkfl_RawDevelopment_Sharpness使用時)

	unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopment_Sharpness構造体のサイズ

	unsigned long ulSharpness
	⇔
	eNkflSharpnessの一つをとる


NkflRawDevelopment_ToneComp（eNkfl_RawDevelopment_ToneComp使用時）

	unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopment_ToneComp構造体のサイズ

	unsigned long ulToneComp
	⇔
	eNkflToneCompの一つをとる


NkflRawDevelopment_Saturation（eNkfl_RawDevelopment_Saturation使用時）

	unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopment_Saturation構造体のサイズ

	unsigned long ulSaturation
	⇔
	eNkflSaturationの一つをとる


NkflRawDevelopment_HueAdj （eNkfl_RawDevelopment_HueAdjustment使用時）

	unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopment_HueAdj構造体のサイズ

	long ulHueAdj
	⇔
	色合い調整値(-9,-6, - 3, 0, 3, 6, 9)


NkflRawDevelopment_FilterEffect （eNkfl_RawDevelopment_FilterEffect使用時）

	unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopment_FilterEffect構造体のサイズ

	unsigned long ulFilterEffect
	⇔
	eNkflFilterEffectの一つをとる


NkflRawDevelopment_PictureControl（eNkfl_RawDevelopment_PictureControl使用時）

	unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopment_PictureControl構造体のサイズ

	unsigned long ulPictureControl
	⇔
	eNkflPictureControlの一つをとる。この値が変更されるとこれ以外のパラメータもリセットされる。AsShotの場合は撮影時設定にリセットされる。また、AsShotを選択した場合、個別パラメータの調整は不可能である。

	bool bApplyQuickAdjust
	⇔
	QuickAdjustフラグ。TRUEの場合はクイック調整値を、FALSEの場合は個々のパラメータ値を使用する。
※クイック調整値が同じ場合において、クイック調整値によって決められる個々のパラメータとクイック調整値を使わないときの個々のパラメータがすべて同じときは、クイック調整値を使っていない場合であってもTRUEになる。

	long lQuickAdjust
	⇔
	クイック調整値（-2～2）

	bool bSharpessAuto
	⇔
	True:輪郭強調オート

False: ulSharpnessにて調整値を設定

	unsigned long ulSharpness
	⇔
	輪郭強調調整値（0-9）

	bool bUserDefinedCurve
	⇔
	True: UserDefinedCurveを使用する。この場合、bContrast、lContrast、lBrightnessは無効となる

False: コントラスト、明るさはそれぞれの調整値が使用される

	bool bContrastAuto
	⇔
	True:コントラストオート

False: lContrastにて設定される調整値を使用

	long lContrast
	⇔
	コントラスト調整値（-3～3）

	long lBrightness
	⇔
	明るさ調整値（-1～1）

	bool bSaurationAuto
	⇔
	True : 彩度設定オート

False:lSaturationにて設定される調整値を使用

	long lSaturation
	⇔
	彩度設定値(-3～3)

	long lHue
	⇔
	色合い調整値（-3～3）

	long lFilter
	⇔
	eNkflFilterEffectの一つをとる（モノクロ選択時のみ有効）

	unsigned long lToning
	⇔
	eNkflToningの一つをとる（モノクロ選択時のみ有効）

	long lToningIntensity
	⇔
	調色の濃さ(1-7)


NkflRawDevelopment_ActiveDLighting（eNkfl_RawDevelopment_ActiveDLighting使用時）

	unsigned long ulSize
	→
	NkflRawDevelopment_ActiveDLighting構造体のサイズ

	unsigned long ulActiveDLighting
	⇔
	eNkflActiveDLightingの一つをとる


NkflRGB

	unsigned long ulR
	⇔
	R画素値

	unsigned long ulG
	⇔
	G画素値

	unsigned long ulB
	⇔
	B画素値


NkflOutputProfileParam
	unsigned long ulSize
	→
	NkflOutputProfileParam構造体のサイズ

	unsigned long ulSessionID
	→
	セッションのID値

	unsigned long ulRenderingIntent
	⇔
	レンダリングインテントを指定する。

eNkflRenderingIntent の一つをとる

	unsigned char

OutputProfile[MAX_PATH]（Windows版）

AliasHandle

OutputProfile（Macintosh版）
	⇔
	出力プロファイルのパス名。Macintoshの場合には、AliasHandleとなる。


列挙値
eNkflCommand

	kNkfl_Cmd_OpenLibrary
	Image SDK Library初期化用

	kNkfl_Cmd_CloseLibrary
	Image SDK Library終了時用

	kNkfl_Cmd_OpenSession
	セッションを開く

	kNkfl_Cmd_CloseSession
	セッションを閉じる

	kNkfl_Cmd_GetFileInfo
	ファイル形式を得る

	kNkfl_Cmd_SetOutputProfile
	出力プロファイルの設定

	kNkfl_Cmd_GetOutputProfile
	出力プロファイルの設定を得る

	kNkfl_Cmd_GetImageInfo
	メイン画像の情報を得る

	kNkfl_Cmd_SetImageInfo
	メイン画像の情報を設定する

	kNkfl_Cmd_GetOriginalInfo
	メイン画像のオリジナルサイズ情報を取得する

	kNkfl_Cmd_GetRawDevelopmentInfo
	適用可能なRaw現像処理を得る

	kNkfl_Cmd_RawDevelopment
	Raw現像処理の設定

	kNkfl_Cmd_GetRawDevelopmentparam
	Raw現像処理の設定を得る

	kNkfl_Cmd_GetColorTempRange
	指定光源に設定可能な色温度の範囲を得る

	kNkfl_Cmd_GetImageData
	メイン画像を得る

	kNkfl_Cmd_GetThumbnailCount
	サムネイル数を得る

	kNkfl_Cmd_GetThumbnailInfo
	サムネイル画像の情報を得る

	kNkfl_Cmd_SetThumbnailInfo
	サムネイル画像の情報を設定する

	kNkfl_Cmd_GetThumbnailData
	サムネイル画像を得る

	kNkfl_Cmd_GetTagInfo
	全タグの情報を得る

	kNkfl_Cmd_GetTagData
	タグの情報を得る

	KNkfl_Cmd_GetTagStringInfo
	撮影情報文字列の情報を得る

	kNkfl_Cmd_GetTagString
	撮影情報文字列を得る


eNkflSource

	kNkfl_Source_FileName
	ファイル名による指定。Windows版でのみ使用可能

	kNkfl_Source_FSSpec
	AliasHandleによる指定。Macintosh版でのみ使用可能

	kNkfl_Source_Memory
	メモリ上に展開されたファイルを指定


eNkflFormat

	kNkfl_Format_None
	指定なし

	kNkfl_Format_JPEG
	JPEGフォーマット（JFIF, Exif）

	kNkfl_Format_TIFF
	TIFFフォーマット（RGB, YCbCr）

	kNkfl_Format_NEF
	NEFフォーマット（RAW, RGB）


eNkflColor

	kNkfl_Color_Gray
	白黒モード

	kNkfl_Color_RGB
	RGBモード

	kNkfl_Color_Lch
	Lchモード（サポートされていない）

	kNkfl_Color_Lab
	Labモード（サポートされていない）

	kNkfl_Color_CMYK
	CMYKモード（読み込みのみサポート）

	kNkfl_Color_RGB_Gray
	RGBモード（白黒）

	kNkfl_Color_CMYK_Gray
	CMYKモード（白黒、読み込みのみサポート）


eNkflRawDevelopment

	kNkfl_RawDevelopment_RawParameterSet
	Raw現像パラメターセット選択することができる。「撮影時設定」「保存時設定」を選択することができる

	kNkfl_RawDevelopment_RawQuality
	Raw現像時の画質を選択することができる。

	kNkfl_RawDevelopment_ExpComp
	露出補正

	kNkfl_RawDevelopment_WBAdjustment
	WB調整

	kNkfl_RawDevelopment_Tint
	ティント調整

	kNkfl_RawDevelopment_NR
	ノイズ除去

	kNkfl_RawDevelopment_ColorMode
	カラーモード（D1 /D1H /D1x /D100 /D2H /D70 /D70s /D2Hs /D2X /D2Xs /D50 /D200 /D80 /D40 /D40X）

	kNkfl_RawDevelopment_PictureControl
	ピクチャーコントロール（D3/D300のみ）

	kNkfl_RawDevelopment_Sharpness
	シャープネス（カラーモード使用時のみ）

	kNkfl_RawDevelopment_ToneComp
	階調補正（カラーモード使用時のみ）

	kNkfl_RawDevelopment_Saturation
	彩度調整（カラーモード使用時のみ）

	kNkfl_RawDevelopment_HueAdjustment
	色合い調整（カラーモード使用時のみ）

	kNkfl_RawDevelopment_FilterEffect
	フィルタ効果（（カラーモードB&W使用時のみ）

	kNkfl_RawDevelopment_ActiveDLighting
	Active D-Lighting（撮影時にActive D-LightingがONになった画像のみ）


eNkflRawParameterSet

	kNkfl_RawParameterSet_AsShot
	撮影時設定を適用

	kNkfl_RawParameterSet_LastSaveSetting
	NEFファイルに保存されている編集情報を適用する（ユーザがアプリケーションで編集した情報が保存されているときには、この設定でオープンされ、他の現像パラメータは適用できない状態となっている。現像パラメータを適用したい場合には、kNkfl_RawDevelopment_AsShotを使って撮影時設定にリセットする必要がある）。

今回のバージョンは未サポート


eNkflRawQuality

	kNkfl_RawQuality_High
	高画質モード(Rawデータのみに有効)

	kNkfl_RawQuality_Low
	低画質モード(Rawデータのみに有効)

	kNkfl_RawQuality_LowResolution
	1/2解像度モード(Rawデータのみに有効)

このモードを使用する場合、kNkfl_Cmd_GetImage　Dataの前に、kNkfl_Cmd_SetImageInfoでサイズ50%以下を指定する必要あり


eNkflWB

	kNkfl_WB_AsShot
	撮影時設定

	kNkfl_WB_GrayPoint
	グレーポイント指定

	kNkfl_WB_Auto
	オートWB

	kNkfl_WB_Incandescent
	電球

	kNkfl_WB_Flourescent
	蛍光灯

	kNkfl_WB_HCFlourescent
	高演色蛍光灯

	kNkfl_WB_DirectSunLight
	太陽光

	kNkfl_WB_Flash
	フラッシュ

	kNkfl_WB_Cloudy
	曇天

	kNkfl_WB_Shade
	日陰


eNkflNR

	kNkfl_NR_AsShot
	撮影時設定

	kNkfl_NR_OFF
	OFF

	kNkfl_NR_Normal
	標準

	kNkfl_NR_High
	強

	kNkfl_NR_Low
	弱


eNkflColorMode

	kNkfl_ColorMode_AsShot
	撮影時設定

	kNkfl_ColorMode_ModeI
	ModeI

	kNkfl_ColorMode_ModeII
	ModeII

	kNkfl_ColorMode_ModeIII
	ModeIII

	kNkfl_ColorMode_ModeIa
	ModeIa

	kNkfl_ColorMode_ModeIIIa
	ModeIIIa

	kNkfl_ColorMode_BW
	Black & White


eNkflPictureControl

	kNkfl_PictureControl_AsShot
	撮影時設定

	kNkfl_PictureControl_Standard
	スタンダード

	kNkfl_PictureControl_Neutral
	ニュートラル

	kNkfl_PictureControl_Vivid
	ビビッド

	kNkfl_PictureControl_Monochrome
	モノクローム

	kNkfl_PictureControl_D2XModeI
	D2X ModeI

	kNkfl_PictureControl_D2XModeII
	D2X ModeII

	kNkfl_PictureControl_D2XModeIII
	D2X ModeIII


eNkflSharpness

	kNkfl_Sharpness_AsShot
	撮影時設定

	kNkfl_Sharpness_None
	なし

	kNkfl_Sharpness_Normal
	ノーマル

	kNkfl_Sharpness_Low
	弱

	kNkfl_Sharpness_MediumLow
	やや弱

	kNkfl_Sharpness_MediumHigh
	やや強

	kNkfl_Sharpness_High
	強


eNkflSaturation

	kNkfl_Saturation_AsShot
	撮影時設定

	kNkfl_Saturation_Normal
	標準

	kNkfl_Saturation_Moderate
	弱め

	kNkfl_Saturation_Enhanced
	強め


eNkflToneComp

	kNkfl_ToneComp_AsShot
	撮影時設定

	kNkfl_ToneComp_Normal
	標準

	kNkfl_ToneComp_LowContrast
	コントラスト弱

	kNkfl_ToneComp_MediumLow
	コントラストやや弱

	kNkfl_ToneComp_MediumHigh
	コントラストやや強

	kNkfl_ToneComp_HighContrast
	コントラスト強

	ｋNkfl_ToneComp_UserDefinedCurve
	UserDefinedCurveを使用


eNkflFilterEffect

	kNkfl_FilterEffect_AsShot
	撮影時設定

	kNkfl_FilterEffect_OFF
	オフ

	kNkfl_FilterEffect_Red
	レッドフィルタ

	kNkfl_FilterEffect_Orange
	オレンジフィルタ

	kNkfl_FilterEffect_Green
	グリーンフィルタ

	kNkfl_FilterEffect_Yellow
	イエローフィルタ


eNkflToning

	kNkfl_Toning_AsShot
	撮影時設定

	kNkfl_Toning_BW
	白黒

	kNkfl_Toning_Sepia
	セピア

	kNkfl_Toning_Cyanotype
	クール

	kNkfl_Toning_Red
	赤

	kNkfl_Toning_Yellow
	黄

	kNkfl_Toning_Green
	緑

	kNkfl_Toning_Turquoize
	青緑

	kNkfl_Toning_Cyan
	シアン

	kNkfl_Toning_Violet
	青紫

	kNkfl_Toning_Magenta
	赤紫


eNkflActiveDLighting

	kNkfl_ActiveDLighting_AsShot
	撮影時設定

	kNkfl_ActiveDLighting_None
	なし

	kNkfl_ActiveDLighting_Low
	ActiveDLighting弱

	kNkfl_ActiveDLighting_Normal
	ActiveDLighting中

	kNkfl_ActiveDLighting_High
	ActiveDLighting強


eNkflTagType

	kNkfl_TagType_Byte
	8bitバイト型データ

	kNkfl_TagType_String
	NULLで終端された文字列データ

	kNkfl_TagType_Long
	unsigned long型データ（符号なし）

	kNkfl_TagType_SLong
	signed long型データ（符号あり）

	kNkfl_TagType_Double
	double型データ

	kNkfl_TagType_Rational
	LONG２個。最初が分子、２個目が分母を表す。

	kNkfl_TagType_Undefined
	定義なし。8bit単位のデータ

	kNkfl_TagType_SRational
	SLONG２個。最初が分子、２個目が分母を表す。

	kNkfl_TagType_Boolean
	boolean型

	kNkfl_TagType_DateTime
	NkflTagParam_DateTime型

	kNkfl_TagType_WBMode
	NkflTagParam_WBMode型

	kNkfl_TagType_LensInfo
	NkflLensInfo型

	kNkfl_TagType_GPSPosition
	NkflTagParam_GPSPosition型

	kNkfl_TagType_GPSTimeStamp
	NkflTagParam_GPSTimeStamp型

	kNkfl_TagType_LensType
	NkflLensType型


eNkflTag

タグの章を参照のこと。

eNkflOrientation

	kNkfl_Orientation_CW0
	回転、反転動作必要なし

	kNkfl_Orientation_FlippedCW0
	水平フリップが求められる

	kNkfl_Orientation_CW180
	180度回転が求められる

	kNkfl_Orientation_FlippedCW180
	水平フリップ後180度回転が求められる

	kNkfl_Orientation_FlippedCW270
	水平フリップ後270度回転が求められる

	kNkfl_Orientation_CW270
	270度回転が求められる

	kNkfl_Orientation_FlippedCW90
	水平フリップ後90度回転が求められる

	kNkfl_Orientation_CW90
	90度回転が求められる


eNkflPhotometric
	kNkfl_Photometric_WHITE0
	WhiteIsZero. For bilevel and grayscale images

	kNkfl_Photometric_BLACK0
	BlackIsZero. For bilevel and grayscale images

	kNkfl_Photometric_RGB
	RGB

	kNkfl_Photometric_Palette
	Palette color

	kNkfl_Photometric_CMYK
	CMYK

	kNkfl_Photometric_YCbCr
	YCbCr

	kNkfl_Photometric_CFA
	CFA ( Color Filter Array )

	kNkfl_Photometric_LAB
	LAB


eNkflExposureMode

	kNkfl_ExposureMode_Undefined
	未定義

	kNkfl_ExposureMode_Manual
	Manual

	kNkfl_ExposureMode_Program
	Program Auto (プログラムオート)

	kNkfl_ExposureMode_AperturePriority
	Aperture Priority Auto (絞り優先オート)

	kNkfl_ExposureMode_ShutterPriority
	Shutter Priority Auto (シャッター優先オート)

	kNkfl_ExposureMode_CreativeProgram
	Biased toward depth of field 

	kNkfl_ExposureMode_ActionProgram
	Biased toward fast shutter speed (動体撮影オート)

	kNkfl_ExposureMode_PortraitMode
	Portrait mode (ポートレート撮影オート)

	kNkfl_ExposureMode_LandscapeMode
	Landscape mode (風景撮影オート)


eNkflMeteringMode

	kNkfl_MeteringMode_Undefined
	未使用

	kNkfl_MeteringMode_Average
	未使用

	kNkfl_MeteringMode_CenterWeightedAverage
	Center-weighted metering (中央重点測光)

	kNkfl_MeteringMode_Spot
	Spot metering (スポット測光)

	kNkfl_MeteringMode_MutiSpot
	未使用

	kNkfl_MeteringMode_Pattern
	Color matrix metering (3Dマトリックス測光)

	kNkfl_MeteringMode_Patial
	未使用


eNkflFileFormat

	kNkfl_FileFormat_JPEG_Basic
	JPEG Basic 

	kNkfl_FileFormat_JPEG_Normal
	JPEG Normal 

	kNkfl_FileFormat_JPEG_Fine
	JPEG Fine

	kNkfl_FileFormat_TIFF_YCbCr
	TIFF YCbCr

	kNkfl_FileFormat_TIFF_RGB
	TIFF RGB

	kNkfl_FileFormat_NEF_RAW
	NEF RAW

	kNkfl_FileFormat_NEF_RGB
	NEF RGB

	kNkfl_FileFormat_NEF_COMP
	Compression NEF RGB


eNkflWhiteBalance

	kNkfl_WhiteBalance_Auto
	Auto

	kNkfl_WhiteBalance_Incandescent
	Incandescent

	kNkfl_WhiteBalance_Fluorescent
	Fluorescent

	kNkfl_WhiteBalance_Sunlight
	Direct Sunlight

	kNkfl_WhiteBalance_Flash
	Flash

	kNkfl_WhiteBalance_Shade
	Shade

	kNkfl_WhiteBalance_Overcast
	Overcast

	kNkfl_WhiteBalance_Preset
	Preset white balance

	kNkfl_WhiteBalance_Preset1
	Preset1 white balance

	kNkfl_WhiteBalance_Preset2
	Preset2 white balance

	kNkfl_WhiteBalance_Preset3
	Preset3 white balance

	kNkfl_WhiteBalance_Preset4
	Preset4 white balance

	kNkfl_WhiteBalance_ColorTemperature
	Color temperature

	kNkfl_WhiteBalance_AppCustom
	Application custom


eNkflEdgeEnhancement

	kNkfl_EdgeEnhancement_None
	Sharpening None

	kNkfl_EdgeEnhancement_Low
	Sharpening Low

	kNkfl_EdgeEnhancement_Normal
	Sharpening Normal(Middle)

	kNkfl_EdgeEnhancement_High
	Sharpening High

	kNkfl_EdgeEnhancement_MediumLow
	Sharpening Medium Low

	kNkfl_EdgeEnhancement_MediumHigh
	Sharpening Medium Hight

	kNkfl_EdgeEnhancement_Auto
	Sharpening Auto


eNkflFocusMode

	kNkfl_FocusMode_Manual
	Manual focus mode

	kNkfl_FocusMode_SingleAF
	Single servo AF (focus priority)

	kNkfl_FocusMode_ContinuousAF
	Continuous servo AF (release priority)

	kNkfl_FocusMode_AutoAF
	Auto servo AF

	kNkfl_FocusMode_Preset
	Preset


eNkflFlashSyncMode

	kNkfl_FlashSync_Normal
	Front-curtain sync

	kNkfl_FlashSync_Slow
	Slow sync

	kNkfl_FlashSync_Rear
	Rear-curtain sync

	kNkfl_FlashSync_Redeye
	Red-eye reduction

	kNkfl_FlashSync_RearSlow
	Rear with slow sync

	kNkfl_FlashSync_RedeyeSlow
	Red-eye reduction with slow sync

	kNkfl_FlashSync_Off
	OFF


eNkflFlashAutoMode

	kNkfl_FlashAuto_External
	Non-TTL auto

	kNkfl_FlashAuto_Manual
	Manual

	kNkfl_FlashAuto_FP
	FP High-Speed Sync

	kNkfl_FlashAuto_NewTTL
	NewTTL

	kNkfl_FlashAuto_AA
	AA

	kNkfl_FlashAuto_BuiltinTTL
	内蔵SB TTL

	kNkfl_FlashAuto_BuiltinM
	内蔵SB マニュアル

	kNkfl_FlashAuto_OptionalTTL
	外部SB TTL

	kNkfl_FlashAuto_OptionalAA
	外部SB 絞り値連動外部調光

	kNkfl_FlashAuto_OptionalA
	外部SB 外部調光

	kNkfl_FlashAuto_OptionalM
	外部SB マニュアル

	kNkfl_FlashAuto_ComdrTTL
	コマンダTTL

	kNkfl_FlashAuto_ComdrAA
	コマンダAA

	kNkfl_FlashAuto_ComdrM
	コマンダM

	kNkfl_FlashAuto_Optional
	非通信SB

	kNkfl_FlashAuto_BuiltinRPT
	内蔵SB リピーティング

	kNkfl_FlashAuto_Comdr
	コマンダ

	kNkfl_FlashAuto_BuiltinTTLComdr
	内蔵SB TTL & コマンダ

	kNkfl_FlashAuto_BuiltinMComdr
	内蔵SB マニュアル＆コマンダ

	kNkfl_FlashAuto_OptionalRPT
	外部SB リピーティング

	kNkfl_FlashAuto_OptionalTTLComdr
	外部SB TLL＆コマンダ

	kNkfl_FlashAuto_OptionalAAComdr
	外部SB 絞り値連動外部調光＆コマンダ

	kNkfl_FlashAuto_OptionalMComdr
	外部SB マニュアル＆コマンダ

	kNkfl_FlashAuto_OptionalRPTComdr
	外部SB リピーティング＆コマンダ

	kNkfl_FlashAuto_OptionalAComdr
	外部SB 外部自動調光＆コマンダ

	kNkfl_FlashAuto_None
	None


eNkflBRTCNTComp

	kNkfl_BRTCNTComp_Normal
	Normal

	kNkfl_BRTCNTComp_Auto
	Auto

	kNkfl_BRTCNTComp_BrightnessUp
	Brightness (+)

	kNkfl_BRTCNTComp_BrightnessDown
	Brightness (-)

	kNkfl_BRTCNTComp_ContrastUp
	Contrast (+)

	kNkfl_BRTCNTComp_ContrastDown
	Contrast (-)

	kNkfl_BRTCNTComp_BW
	白黒

	kNkfl_BRTCNTComp_Sepia
	セピア


eNkflToneCompensation

	kNkfl_ToneCompensation_Normal
	Normal

	kNkfl_ToneCompensation_Low
	Low-contrast

	kNkfl_ToneCompensation_High
	
High-contrast

	kNkfl_ToneCompensation_Monochrome
	Black and White

	kNkfl_ToneCompensation_Auto
	Auto

	kNkfl_ToneCompensation_MidLow
	Medium Low

	kNkfl_ToneCompensation_MidHigh
	Medium High

	kNkfl_ToneCompensation_DownLoad
	DownLoad

	kNkfl_ToneCompensation_CS1
	User-defined custom curve 1

	kNkfl_ToneCompensation_CS2
	User-defined custom curve 2

	kNkfl_ToneCompensation_CS3
	User-defined custom curve 3


eNkflConverterLens

	kNkfl_ConverterLens_None
	Not attached

	kNkfl_ConverterLens_Fisheye1
	Fisheye converter type 1

	kNkfl_ConverterLens_Fisheye2
	Fisheye converter type 2

	kNkfl_ConverterLens_Wide
	Wide converter

	kNkfl_ConverterLens_Telephoto1
	Tele converter type 1

	kNkfl_ConverterLens_Telephoto2
	Tele converter type 2

	kNkfl_ConverterLens_Slide
	Slide Adapter

	kNkfl_ConverterLens_Attached
	Converter Lens Attached


eNkflAFAreaMode

	kNkfl_AFAreaMode_Single
	Single Area AF

	kNkfl_AFAreaMode_Dynamic
	Dynamic AF

	kNkfl_AFAreaMode_CloseRangePriorDynamic
	Close range Prior Dynamic mode

	kNkfl_AFAreaMode_Gropu
	Gropu Area mode


eNkflAFPreferedArea

	kNkfl_AFPreferedArea_Center
	Center cell

	kNkfl_AFPreferedArea_Top
	Top cell

	kNkfl_AFPreferedArea_Bottom
	Bottom cell

	kNkfl_AFPreferedArea_Left
	Left cell

	kNkfl_AFPreferedArea_Right
	Right cell


eNkflSensitivityMode

	kNkfl_SensitivityMode_Normal
	Normal（D1）

	kNkfl_SensitivityMode_High
	High（D1）

	kNkfl_SensitivityMode_Low
	Low (D1)

	kNkfl_SensitivityMode_High2EV
	Hight 2EV (D1)

	kNkfl_SensitivityMode_Manual
	Manual（CoolPix）

	kNkfl_SensitivityMode_Default
	Default (CoolPix)

	kNkfl_SensitivityMode_Auto
	Auto（CoolPix）

	kNkfl_SensitivityMode_1EVUp
	1EV up (CoolPix)

	kNkfl_SensitivityMode_2EVUp
	2EV up (CoolPix)


eNkflColorRecurrence

	kNkfl_ColorRecurrence_None
	None

	kNkfl_ColorRecurrence_sRGB
	sRGB

	kNkfl_ColorRecurrence_AdobeRGB
	Adobe RGB

	kNkfl_ColorRecurrence_Mode3
	Mode3

	kNkfl_ColorRecurrence_Mode4
	Mode4

	kNkfl_ColorRecurrence_Mode5
	Mode5

	kNkfl_ColorRecurrence_BW
	Black & White

	kNkfl_ColorRecurrence_D1Color
	D1 Color


eNkflDateTimePrint
	kNkfl_DateTimePrint_None
	日付焼付けなし

	kNkfl_DateTimePrint_DateTimePrinted
	日付、時間焼付け

	kNkfl_DateTimePrint_DateOnly
	日付のみ焼付け


eNkflGPSPositionRef
	kNkfl_GPSPosition_North_Latitude
	北緯

	kNkfl_GPSPosition_South_Latitude
	南緯

	kNkfl_GPSPosition_East_Longitude
	東経

	kNkfl_GPSPosition_West_Longitude
	西経


eNkflRenderingIntent
	kNkfl_RenderingIntent_Perceptual
	パーセプチャル（知覚的、主観的）マッチング

	kNkfl_RenderingIntent_Relative
	相対測色マッチング

	kNkfl_RenderingIntent_Absolute
	絶対測色マッチング

	kNkfl_RenderingIntent_Saturation
	彩度マッチング


履歴
Jan
08 2008  1.1C
kNkfl_Cmd_RawDevelopment中のQuickAdjustmentの記述に

D2X ModeI, D2X ModeII, D2X ModeIIIを追加

Jan
07 2008  1.1B
eNkflPictureControlにD2X ModeI, D2X ModeII, D2X ModeIIIを追加

Dec
17 2007  1.1
サポート画像フォーマットにD3, D300, D60を追加
Nov
05 2007  1.0K
MacのサポートOSからMac OS X 10.5.x(Leopard)を削除
Oct
05 2007  1.0J
NkflRawDevelopment_PictureControlのbApplyQuickAdjustmentの
記述を追加
Oct
02 2007  1.0I
kNkfl_Cmd_GetImageInfoの記述を修正
Sep
26 2007  1.0H
回転、反転の記述を修正
Sep
25 2007  1.0G
回転、反転の詳細な記述を追加、
NkflRawDevelopment_PictureControlの誤記を修正
July
23 2007  1.0F
Windows版のImage SDK Libraryのインストール先を変更、



OpenLibrary時のメモリ制限事項を追加、



撮影情報がない場合のエラー処理の記述を追加
（これに伴い戻り値kNkfl_Code_Err_ShootingDataNotFoundを追加）
July
12 2007  1.0E
PictureControlの制限事項の追加
July
09 2007  1.0D
NkflRawDevelopment_ActiveDLightingの誤記を修正
July
06 2007  1.0C
PictureControlの制限事項およびActive D-Lightingの記述を追加
（これに伴いタグにkNkfl_TagActiveDLightingを追加、
eNkflRawDevelopmentにkNkfl_RawDevelopment_ActiveDLighting
の記述を追加、NkflRawDevelopment_ActiveDLighting構造体を追加、
eNkflActiveDLighting列挙値を追加）
July
04 2007  1.0B
kNkfl_Cmd_RawDevelopmentInfoの引数をNkflRawDevelopmentInfo



構造体に変更（これに伴い、NkflRawDevelopmentInfo構造体の追加）
July
03 2007  1.0
初版
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